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1.舗装の現状と課題 

1.1 管理道路の現状 

(1)管理延長と舗装延長  

道路区分 管理延長 
舗装延長 

舗装率 
Ａｓ舗装 Ｃｏ舗装 

１級市町村道 108ｋｍ 102ｋｍ 2ｋｍ 96.3％ 

２級市町村道 109ｋｍ 90ｋｍ 5ｋｍ 87.2％ 

その他市町村道 486ｋｍ 405ｋｍ 26ｋｍ 88.7％ 

計 703ｋｍ 597ｋｍ 33ｋｍ 89.6％ 

                      ※Ａｓ舗装は簡易舗装を含む 

 

 

 

 

 

1.2 舗装修繕予算の現状 

・平成 25 年度までは、平均 2 千万円の予算（単独）で対処的に舗

装補修を行ってきた。平成 26 年度から令和元年度にかけては、平

成 25 年度からの「道路ストック総点検実施要領（案）」に準拠した

舗装の総点検結果を踏まえ、大規模かつ緊急を要する箇所について、

補助事業を活用して集中的に予算を投入（平均約 7 千万円（補助+

単独））し、重点的に舗装補修を行ってきた。 

  今後は､これまでの大規模補修の成果を踏まえ、計画的に舗装修繕

を行うこととしており、令和 2 年度は約 3 千万円（単独）の予算を

確保している。 
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1.3 舗装の現状 

舗装の現状把握は、平成 25～30 年度に「道路ストック総点検

実施要領（案）H25.2 国土交通省 道路局」に準拠し、姶良市が

管理する 1･2 級市道及びその他市道 L=703ｋｍのうち、主要路線

等の約 282km を対象として実施した。その結果、損傷の著しい区

間（MCI≦4 の区間）が調査全体の約 35％となる約 94ｋｍ存在し

ていることが確認され、市道の劣化が進行していることから、個

別施設計画を策定し計画的に修繕を行う必要がある。 

 

2.舗装の維持管理の基本的な考え方 

2.1 舗装管理の基本方針 

舗装の個別施設計画の策定にあたっては、診断結果を踏まえ 

た適切な措置を行うことで、道路舗装の長寿命化や舗装の維持修

繕費のライフサイクルコスト縮減を目指す。 

 

2.2 管理道路の分類（グループ分け） 

・大型車交通量等を踏まえた分類 

分類 対象道路 

分類Ｃの道路 1 級市道、2級市道 

分類Ｄの道路 上記以外の道路 

 

 

2.3 管理基準 

ＭＣＩ ひび割れ率 わだち掘れ量 ＩＲＩ 

４以下 ４０％ ４０ｍｍ ８ｍｍ／ｍ 

※1 ※2 ※3 ※4 

※1 



 

 

 2.4 点検方法・点検頻度 

 点検方法 点検頻度 

分類Ｃの道路 路面性状調査 ５年に１度 

分類Ｄの道路 巡視の機会を通じた路面状況把握 

 

3.計画期間 

・当該個別施設計画の計画期間は、１０年とする 

 

4.対策の優先順位（補修計画の方針） 

・舗装損傷状況、路線の重要性、交通量等を考慮し補修の優先順 

位を決定する    

 

5.舗装の状態、対策内容、実施時期 

5.1 診断結果  

・平成 25～30 年度に点検した 282ｋｍの診断結果は以下のとおり 

 
区分Ⅰ 区分Ⅱ 区分Ⅲ 

 

Ⅲ－１ Ⅲ－２ 

分類Ｃの道路 129km 59km 94km   

分類Ｄの道路 －km －km －km   

 

   区分 1： ＭＣＩ＞５の区間、現時点での舗装補修の必要性がない箇所 

 

区分 2： ４＜ＭＣＩ≦５の区間、現時点での要観察の箇所 

    

区分 3： ＭＣＩ≦4の区間、舗装補修が必要な箇所 

 

 

 



 

5.2 対策内容と実施時期 

・点検実施箇所及び対策必要箇所 



 

・措置を必要とする箇所一覧 ※上位 20 位抜粋 

 

 

 

Rank 評価年度 等級 路線名称 解析延長
MCI≦4

の延長(m)
MCI　4以下
の割合(%)

措置内容 予定年度 備考

1 25 1級 東原～上水流線 3265.0 1565.0 47.9 表層打換 31-03

2 26 2級 帖佐小学校～三拾町線 1245.0 905.0 72.7 路盤打換 03

3 25 2級 役場前通り線 1550.0 1450.0 93.5 路盤打換 04

4 25 2級 松原・十日町線 1015.0 930.0 91.6 路盤打換 04

5 26 その他 奥之宇都線 1625.0 1465.0 90.2 路盤打換 04

6 25 その他 十日町～脇元線 4425.0 3375.0 76.3 路盤打換 04

7 27 2級 三拾町～中津野線 1370.0 970.0 70.8 路盤打換 04

8 26 その他 久末・北線 2735.0 1775.0 64.9 路盤打換 04

9 25 1級 西別府線 7185.0 4310.0 60.0 路盤打換 27-05

10 27 2級 川床線 1440.0 775.0 53.8 路盤打換 05

11 28 1級 中野線 4900.0 2620.0 53.5 路盤打換 05

12 26 1級 久末線 1565.0 790.0 50.5 路盤打換 31-05

13 28 1級 吉原線 610.0 300.0 49.2 表層打換 05

14 26 1級 口ノ町・湯之谷線 2685.0 1285.0 47.9 表層打換 05

15 26 1級 塩入線 1550.0 740.0 47.7 表層打換 05

16 27 2級 隈原本線 1090.0 510.0 46.8 表層打換 06

17 28 1級 永原・市野線 4830.0 2170.0 44.9 表層打換 06

18 27 2級 板ノ口～飛野線 6055.0 2700.0 44.6 表層打換 06

19 27 1級 小山田線 4500.0 1760.0 39.1 表層打換 06

20 25 1級 宮島・下久徳線 2130.0 600.0 28.2 表層打換 31-06

※実施予定年度は予算や現場状況などによって前後する場合があります。

※1 



 

用語の解説 

※1 ＭＣＩ  

   ひび割れ率、わだち掘れ量及び縦断凹凸などの路面性状値などにより算出された路面の評価値 

 

判定基準 判定 

ＭＣＩ＞５ 現時点で補修の必要性なし 

４＜ＭＣＩ≦５ 要観察 

ＭＣＩ≦４ 補修が必要 

 

※２ ひび割れ率  

   舗装の 20ｍごとのひび割れの割合 

 

判定基準 判定 

ひび割れ率 20％以下 損傷度 小 

ひび割れ率 20％～40％ 損傷度 中 

ひび割れ率 40％以上 損傷度 大 

 

※３ わだち掘れ量  

   舗装における横断方向の一断面内で最高地点と最低地点の差（深さ） 

 

判定基準 判定 

わだち掘れが小さい（概ね２ｃｍ以下） 損傷度 小 

わだち掘れやや大きい（概ね２～4ｃｍ） 損傷度 中 

わだち掘れが著しい（概ね 4ｃｍ以上） 損傷度 大 

 

※４ ＩＲＩ  

   道路舗装面の縦断凹凸を示す指数 

 

判定基準 判定 

ＩＲＩ＝0～3ｍｍ/ｍ 損傷度 小 

ＩＲＩ＝3～8ｍｍ/ｍ 損傷度 中 

ＩＲＩ＝8ｍｍ/ｍ程度以上 損傷度 大 

 


